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7 月に入って勢いを増した新型コロナウイルス感染

症の第 7 波はとどまるところを知らず，毎日のように

新規感染者数の記録が更新され（8 月 5 日現在），医療

機関のひっ迫が報道されている。私が勤務する病院で

も職員や患者さんの感染，濃厚接触者がイタチごっこ

のように発生し，通常の診療体制が維持できない部署

が出てきている。第 6 波が過ぎ去ったわずか数カ月前

には社会全体に「収束した」ようなムードが漂ったが，

後方視的に見ると楽観的な見方に過ぎず，単に変異の

谷間であったようだ。まだまだ手強い。

さて，今年の増大号のテーマは「骨端症」である。

佐賀整肢学園こども発達医療センターの和田晃房先生

にご企画いただいた。「骨端症の現状と実際」のテーマ

のもとに総論，各論，最新の治療まで全 17 編，いずれ

も力作である。骨端症の名称の特徴の 1 つとして，人

名を冠した病名が多いことが挙げられる。星野裕信先

生の総論では，日常診療で遭遇することの多い

Osgood⊖Schlatter 病や Sever 病から，頻度の低い，比

較的珍しいものまで 30 近い冠名疾患が紹介されてい

る。また，一口に骨端症と言っても，様々な病態が含

まれる。Perthes 病や Köhler 病は骨端の無腐性壊死で

あることが示されており，Freiberg 病は内軟骨骨化異

常と考えられている。また，Osgood⊖Schlatter 病は関

節外における腱・靱帯付着部の骨端症と位置付けられ

ている。一方，骨端－骨幹端間に存在する成長軟骨板

は力学的に脆弱なため，成長期のスポーツ障害や裂離

骨折の原因としても重要である。積極的な治療が必要

となる Kienböck 病，Perthes 病，Blount 病については

最近の治療法についても詳述していただいている。

本誌で骨端症をまとめて取り上げたのは初めてであ

り，本増大号を通読することによって，改めて骨端症

について知識を整理することができた。ご執筆いただ

いた17名の先生方に感謝するとともに，皆様の明日の

日常診療に役立つことを祈念する。
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